
Ⅱ．那智勝浦町

人口 19417 人(H12 国調)→ 18185 人(H17 国調)

高齢化率 .27.0% (H12 国調)→ 30.7 ％(H17 国調)

面積 183.45k ㎡(H19 国土地理院)

地形等 熊野灘沿いと那智川沿いに人口が集中している。山間部にも

小規模集落が分散している。

交通政策担当部署 総務課企画財政係 担当者数 1 名（兼任）

電話 0735-52-0555

地域公共交通政策の理念 特になし

各種計画・構想等の 地域公共交通総合連携計画 未策定

策定状況 地域公共交通会議 あり

バリアフリー基本構想 未策定

その他（ 特になし ）

１．日常生活を支える施設の分布状況＞

１．１ 医療機関

・28（2009 年 11 月のインターネットタウンページによる）

・総合病院として町立温泉病院（９科 150 床）が紀伊天満駅近くに立地

・民間では木下医院、日比記念病院が比較的大規模で、いずれも勝浦地区に立地

１．２ 主な小売り機能

・勝浦地区にスーパーのオークワ、天満地区に A コープ

１．３ 主な教育機関

・中学校４、小学校８

＜地域公共交通政策の理念＞

・特になし

＜交通政策上のキーパーソン＞

・地域住民（特に高齢者）
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図 那智勝浦町の地域公共交通体系（便数は平日のもので、特急や臨時は除く）
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３．地域公共交通施策とその成果

３．１ 主な施策

３．１．１ 町営バス

背景と目的 平成 14 年 3 月で熊野交通（株）が、撤退したため廃止代替バスとして

運行。公共交通空白地帯の解消や、通学・通院・買い物での利用と、野

菜の輸送目的での利用が狙いである。

事業概要 ・「町営バス色川線」「町営バス太田線」の２路線

(インプット) ・運行主体は那智勝浦町。

・色川線・太田線ともに平日３往復。

・運賃は 150 円～ 600 円で、熊野交通時代（最大 1100 円程度）よりも

割安に設定

・車両は色川線 15 人乗り、太田線 29 人乗り。色川線はアップダウンが

激しいためにノンステップ化は困難。色川線の車両は 2008 年 6 月に

29 人乗りから変更。色川線のほうが利用者数は多いのだが、太田線

の需要が特定の時間帯に集中するため、こちらを 29 人乗りとしてい

る。代車として 9 人乗りのハイエースと、紫色のマイクロバスあり。

・バスの老朽化が 著しく修理費用が増大しているため、小型バスへの

切替を検討。

・熊野交通へ運行と日常点検のみ委託。燃料費、修繕費、代車等は別途。

・路線変更時に路線沿いの区に時刻表の配布・回覧を行う。熊野交通と

被っている地区については回覧方式にしている。

・乗降施設面では特に工夫なし。

・他の交通手段との接続では特に工夫なし。

アウトプット 実績（H20 年度） 目標（設定の場合）

利用者数 色川線 6222 人 設定なし

太田線 4217 人

収支率または輸送人数あたり トータルの経費は 設定なし

経費もしくは住民あたり経費 1400 万円程度であ

り、収入が 350 万円

程度。従って収支率

は約 25 ％

地域住民の参画 特になし 設定なし

その他（ ） 特になし 設定なし

・色川線では、町立温泉病院

の診察後、近くの ACoop で

買い物をするといった行動が

見られる。
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図 那智勝浦町における公共交通空白地帯の分布（町全域）

図 那智勝浦町における公共交通空白地帯の分布（北東部）
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図 那智勝浦町における公共交通空白地帯の分布（南東部）

図 那智勝浦町における公共交通空白地帯の分布（西部）

出所：辻本作成（以上４枚とも）

注：人口メッシュは H17 国勢調査による。道路網は平成 14 年 11 月発行の国土地理院

「数値地図 25000（空間データ基盤）和歌山」による。各種施設や駅、バス停の情

報は平成 21 年現在。人口メッシュのかかっていない部分は無人である。
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